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春採湖の水質について 
 

 

赤●：水質調査２地点 ４月から 11 月まで各月１回(計８回) 

 

 

表層水の環境基準点(赤●：水質調査２地点)の平均値 (単位は mg/ℓ。ただしｐＨは単位なし)  

年  度 Ｃ Ｏ Ｄ 

化学的酸素要求量 

C O D 

75%値 

Ｄ Ｏ 

溶存酸素 

Ｓ Ｓ 

懸 濁 物 

Ｔ－Ｎ 

栄養塩類の全窒素 

Ｔ－Ｐ 

全 リ ン 

Ｃℓ⁻ 

塩 分 

ｐＨ 

 

2019 7.0 7.4 11.1 18 0.65 0.051 646 8.5 

2018 8.1 8.7 11.3 16 0.68 0.057 789 8.5 

環境基準値 

湖沼 B 類型 

 5 以下 5 以上 15 以下 1 以下 0.1 以下  6.5 ～

8.5 

 

※ ＣＯＤの環境基準値は調査値の低い方から、75％に相当する値を採用しており、年８回調査する春採湖

では低い方から６番目(75％)の値となります。 

 

 

 水質汚濁の指標とされるＣＯＤ(化学的酸素要求量)の値は 2018 年と比較してそれぞれ大きく

下がり、水質的には向上しました。しかし、環境基準値の｢5mg/ℓ以下｣には達しませんでした。 

懸濁物(ＳＳ)は環境基準値を幾分超えましたが、溶存酸素(ＤＯ)や栄養塩類の全窒素(Ｔ－Ｎ)、全

リン(Ｔ—Ｐ)は基準値内にありました。 
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協力:春採湖調査会 調査員 角田富男 

春採湖のＣＯＤは 1990 年頃までは 15mg/ℓ前後と高く推移し、日本の湖沼の水質で最も高

くなった(ワースト１)年もありましたが、下水道の整備や湖尻の春採川の潮止め施設(旧施設)など

に依って徐々に水質は向上し、最近 10 年ほどは 7～9mg/ℓ台で推移しながら植物プランクトン

の光合成活動の強弱に因り若干の年変動を繰り返しています。 

 

※水中の塩分濃度は電気伝導度(ＥＣ)で計測（塩分濃度が高いほど電気が伝わりやすい為）します。 

電気伝導度(ＥＣ)が急上昇する層を塩分躍層といいます。 

 溶存酸素(ＤＯ)が急減して無酸素に近くなる層をＤＯ躍層といいます。 

 

春採湖は太平洋から逆流した海水が中底層に滞留する湖沼としても知られています。その高塩分

水の層は無酸素で、魚類などは生息できません。 

2006 年頃までの EC、DO 値から水深２ｍ付近までの層はほぼ淡水で酸素も十分にあり、そ

れ以深の中底層は高塩分で無酸素の層が占めていたことが分かります。その後、海水の逆流を抑え

る新潮止め堰が稼働し始めると、海水の逆流が少なくなり、高塩分や無酸素の層は徐々に下がって

2010 年代半ばには 1.5ｍほども低下(水質的には向上)しました。 

ただし最近数年間は荒天などで湖水が底層付近まで攪拌されることも多く、髙塩分・無酸素層水

が上昇の傾向を示しています。2019 年はまた少し下がり好転しましたが、次年度以降もこの傾

向が持続するのか否か注視されるところです。
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春採湖におけるヒブナ・フナの産卵調査地点

赤●は産卵が確認された地点 

調査日：6 月 12 日  

ヒブナ・フナの産卵調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ヒブナ・フナの産卵状況と水草の生育状況について調査した結果、No.9 と No.15 の 

2 地点で産卵を確認しました。自然の水草への産卵数は例年並みでした。また、近年著 

しく減少していたリュウノヒゲモを２年連続して確認することができました。 

ヒブナ・フナの重要な産卵巣であるマツモについては、湖内分布面積が 2006 年には 

絶滅寸前まで落ち込んだものの、2008 年以降徐々に増加し、2016 年にはマツモが豊 

富に見られた 1986 年当時のおよそ半分の面積にまで回復しています。 

2019 年についても旧柏木小学校周辺には大群落がみられ、近年は湖北部のチャランケ 

チャシ周辺においても、ここ数年マツモが確認されるようになりました。このように、ヒ

ブナ・フナの産卵環境が回復傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧柏木小横の春採湖岸における水温変化  

協力：春採湖調査会 調査員 針生勤 



4 
 

ウチダザリガニの捕獲調査 

結果ついて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査日：6 月 17～21 日、9 月 24 日～10 月 3 日 

捕獲数：湖岸全域 871 個体（雄 521 個体、雌 350 個体） 

   ：湖北東部 576 個体（雄 298 個体、雌 278 個体） 合計 1447 個体 

 

継続した捕獲により、2011 年以降最も少ない捕獲数となりました。また、捕獲される大型個体

の割合が大きく減少し（2008 年の 7％から 2018 年の 0.2％まで減少）、捕獲数は 2016 年を

ピークに減少傾向にあります。2002 年にウチダザリガニの生息が確認されてから、2005～

2006 年にはほとんど見られなくなってしまった水草（マツモ、リュウノヒゲモ他）群落でした

が、2008 年の釧路市による本格的な捕獲事業開始以後、回復の兆候が表れ、ここ 3，4 年でそれ

がはっきり見えるようになってきています。 

ウチダザリガニが侵入し、水草群落が一掃された水域で、捕獲活動によって回復する事例は春採

湖以外では見られません。捕獲事業の成果と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 協力：春採湖調査会 調査員 蛭田眞一 



春採湖で暮らす野鳥たち
　春採湖では約 140 種類もの野鳥が確認されています。小さな湖にも関わらず、この数は日本で確
認されている野鳥の種数の５分の１にもなります。その理由としては、林、水辺、ヨシ原など、春採
湖には多様な環境が備わっているからだと考えられます。ここでは湖畔で暮らす野鳥を紹介します。

協力：釧路市立博物館

シマエナガ（左）
1 年を通して観察できます。
林の中を動き回りながら食
べ物を探しています。

アオジ（右）
繁殖のため渡来する渡り鳥
です。オスは黄色い色が特
徴的です。

マガモ（左）
湖畔で繁殖する水鳥の 1 種です。ヒ
ナはふ化後からすぐに自分で食べ物を
探すことができます。

アカゲラ（上）
年中観察されます。
木に穴を開け、その
中で子育てをします。

カワアイサ（右）
春と秋に群れで観察されます。集団
で水の中へ潜り、魚を狙っています。

オオジュリン（左）
大きな口を目一杯開けて、
自分のなわばり誇示やメ
スにアピールしています。

ミヤマカケス（右）
秋によく観察され、ミズ
ナラの実を木の隙間へ隠
す行動が見られます。

ヒドリガモ（左）
秋に渡来し、湖が結氷するまで滞在。
水草を食べながら過ごします。
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水生植物の動態について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：2019 年 8 月 4 日 

確認された水草：エゾノミズタデ、ヒシ、リュウノヒゲモ、マツモ、ヒロハノエビモの 5 種 

 

エゾノミズタデ：1986 年当時と同じ東部に分布が見られる 

ヒシ：2019 年は僅か１地区のみ分布 年変動が激しいのではないかと思われる 

リュウノヒゲモ：2018 年から回復 2019 年は分布面積が増えている 

マツモ：2008 年から回復 北東部のチャランケチャシなど分布域が拡大している 

ヒロハノエビモ：1986 年以来３３年振りに確認 幣舞中学校下の湖岸地域のみ分布が見られる 

イトクズモ：未確認 

 

 水草全体として、2007 年頃にかなり減少したものの、再調査を開始した 2003 年の分布面積

にかなり近づきました。ヒブナの主な産卵水草であるマツモについては 2019 年も増加してきて

おり、ヒブナの産卵にとっていい環境になりつつあると思われます。 
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春採湖における水草の分布面積の年変動 

協力：春採湖調査会 調査員 神田房行 
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春 採 湖 ダイジェスト 
 

◆令和元年度に春採湖で行われた行事や出来事を紹介します◆ 

月 主 な 行 事    [ ] 内は実施主体等 特記事項 

４月 
２０日：春採湖ネイチャーセンター開館 

２１日：春採湖畔探鳥会 [市立博物館]（１１月まで毎月１回開催） 

１２日：ヒバリ初鳴※ 

１１日：春採湖全面解氷 

５月 
 １８日：春採湖畔草花ウォッチング [市立博物館]（９月まで毎月１回開催） 

 ２４日：ヒブナ生息実態調査[市立博物館]（６月１９日まで実施） 
９日：サクラ開花日※ 

６月 

５日：コアかがやき「春採湖なんでもパネル展」［市環境保全課］(１１日まで実施) 

８日：しらべてみよう春採湖の昆虫 ［市立博物館］ 

１２日：ヒブナ生息実態調査[市立博物館] 

１７日：春採湖ウチダザリガニ捕獲事業 ［市環境保全課］（２１日まで実施） 

２６日：塩分躍層調査 [市環境保全課]（３月まで毎月１回調査） 

  

７月     

８月 
１０日：春採湖水まつり [春採湖の会] 

３１日：自然観察会・春採湖ウチダザリガニ捕獲事業市民参加行事 

    「春採湖のウチダザリガニ２０１９」 ［市環境保全課］ 

 ４日：ヤマハギ開花※ 

９月 
１２日：しらべてみよう春採湖の昆虫 ［市立博物館］ 

２４日：春採湖ウチダザリガニ捕獲事業 ［市環境保全課］（１０月３日まで実施） 
 

１０月 ３１日：春採湖ネイチャーセンター閉館  １７日：カエデ紅葉※ 

１１月    

１２月 

 ４日：コア鳥取「春採湖なんでもパネル展」［市環境保全課］（１０日まで実施） 

１１日：コア大空「春採湖なんでもパネル展」 [市環境保全課]（１７日まで実施） 

１８日：釧路市役所１階「春採湖なんでもパネル展」 [市環境保全課] 

（２４日まで実施） 

  

７日：春採湖全面結氷 

１月    

２月  １５日：春採湖畔冬のいきもの観察会 ［市立博物館］  

３月    

※ 札幌管区気象台ホームページより 

 

 
「春採湖のウチダザリガニ２０１９」 

 

発行／春採湖調査会 

 
＜お問い合わせ先＞ 

春採湖調査会（庶務） 

釧路市市民環境部 

環境保全課自然保護担当 

ＴＥＬ：０１５４－３１－４５９４ 

ＦＡＸ：０１５４－２３－４６５１ 

E-mail：ka-shizenhogo@city.kushiro.lg.jp 
 

 
 

 

 
 

 

春採湖に関する事で、情報があり

ましたら、下記のお問い合わせ先

までご連絡ください。 



 

 
 


